
            

 
 

開館 10 周年記念 台湾新北市立十三行博物館交流展  
「台湾パイワン族の文化－太陽王子の神珠－」の開催について  

 
 

 県立考古博物館では、７月 22 日（土）～９月３日（日）の会期で、開館 10 周年記

念・台湾新北市立十三行博物館交流展「台湾パイワン族の文化－太陽王子の神珠－」

を開催します。  

当館では初めての国際交流展です。台湾南部の山岳地帯に暮らすパイワン族の暮ら

しぶりを、十三行博物館の所蔵品によりご紹介します。  

 

 

開会式  

  日 時 平成 29 年７月 22 日（土）９時 30 分～  

  場 所 県立考古博物館 メインホール  

記者発表（資料配布）  
月／日  

(曜日 )  
担当部署名  電話番号  

(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ )  
発表者名  

（担当名）  
その他  
配布先  

６／21

（水）  
14:00 

県立考古博物館  
企画広報課  

(079)437-5589 事業部長  
       平田  博幸  
（学芸課長 藤田  淳）  

東播磨県民局  



パイワン族の宝物 
｢陶壺と神珠の首飾り｣ 

女性用貴族伝統服飾 

開館１０周年記念・台湾新北市立十三行博物館交流展 

「台湾パイワン族の文化 －太陽王子の神珠－」のみどころ 

新北市立十三行博物館との国際交流展です。本館では初めての国際交流展となります。同国で

は 16 の先住民が暮らしていますが、その中でも今回は南部に暮らすパイワン族を紹介します。十

三行博物館ではこのパイワン族の生活品やお祭りの道具などをたくさん所蔵しており、同館との

共同開催によって展示を行うこととなりました。 
台湾南部の山岳地帯に暮らすパイワン族は山と森で暮らす人々です。展示では彼らの彫刻や民

族衣装、生活用品などから、お祭りや生活に根ざした豊かな知恵と色彩豊かな暮らしぶりを紹介

します。 
 
会 期 平成 29年７月 22 日（土）～平成 29年９月３日（日） 

主 催 兵庫県立考古博物館 台湾新北市立十三行博物館 

共 催 新北市政府 新北市政府文化局 

後 援 兵庫県 兵庫県教育委員会  

 
パイワン族の宝『公壺』『神珠の首飾り』『貴族伝統衣装』（新北市立十三行博物館）

など約 50 点を展示 
 
《特におすすめの展示品》 
◎パイワン族の宝と祖先像 

パイワン族は太陽神を崇め、独自の神話をもった民族です。

家の中には祖霊の像が祭られ、頭目（村長）の家には陶壺・

神珠の首飾り・青銅刀の 3 種の宝が並べられています。 
 さらに、家屋は石板屋と呼ばれる独特の家で家に暮らし 

 ています。 
主な展示品：陶壺・祖先像・家屋壁板など。 

◎伝統衣装と彫刻工芸品 
 パイワン族の貴族達は太陽の神などを刺繍した華麗な衣装を   
身につけています。 
 展示では彼らの彫刻や民族衣装、生活用品などから、生活に根ざした豊かな知恵や色彩豊かな暮  
らしぶりを紹介します。このほか、琉璃（リューズ）作りや青銅刀ペーパークラフトなどを楽しみ 
ながら、台湾の人々の豊かな暮らや文化に触れて下さい。 
主な展示品：貴族伝統衣装・頭冠・巫女箱・連杯など 

 
関連イベント 
講演会（無料） 
・８月 12 日（土）「台湾の孤島にヤミ族をたずねて」   

和田 晴吾 (当館館長) 

13：30～15：00（12：50 より入場券配付）講堂 

体験学習会（無料）（有料ゾーンのものは要観覧券） 
・「琉璃珠をつくろう」（有料ゾーン）  会期中の各日曜日（8/27 除く）13：00～14：00 

・「古代の家を作ってあそぼう｣（ネットワーク広場） ８月 11 日（金祝）13：00～15：00 

・「ペーパークラフト青銅刀をつくろう」（有料ゾーン）８月 27 日（日） 13：00～14：00 

※詳細はチラシをごらんください。 
問い合わせ 

  兵庫県立考古博物館 学芸課 担当：山上 雅弘（やまがみまさひろ） 

  ＴＥＬ ０７９－４３７－５５６２（学芸課直通） 






